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第
　238 

回

　5
月
18
日

高値（円）市日 中値（円） 安値（円）前回比

備考

備考

第
　 

回

　
月

日

第
　1205 

回

　5
月
10
日

樹種市日
スギ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

4.00
〃
〃
〃
〃

3.65
〃

3.00
〃

36上
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20上
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7,920

△
△
△

△
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選木
選木

長級（ｍ）径級（㎝）高値（円）中値（円） 安値（円）前回比

備考

備考

第
　1206 

回

　5
月
25
日

庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　139㎥　買方　11人 販売量　551㎥　買方　11人

概　　　　要 販売量　405㎥　買方　18人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安

（市況概要）
天童共販所
　25日の優良原木市には、県内外から多数の買い方のお客様に来
場いただきました。
　4.00m尺上の一般材については、動きもよく積極的な動きが見受
けられる反面、造作材に値段がつかない記念市となりました。
　3.00m材については、これまでの在庫不足の反動で積極的に取引
いただきました。
　これからは、虫害発生の時期となりますので、納材の際は、素早い
出材をお願いいたします。

（市況概要）
庄内共販所
　春季優良原木市を開催しました。例年に比べ少な
く900㎥の出材でした。
　一般材中心ではありましたが、4.00m、3.00mの中
目材に応札が集中し、それに伴い価格の上昇がみられ
ました。全体的に価格は落ち着いていますが荷動きは
良好です。引き続き出材のご協力お願いいたします。
　6月は、梅雨の時期に入る為虫害対策を念入りにお
願いいたします。

早春の立谷沢川砂防堰堤「六淵ダム」早春の立谷沢川砂防堰堤「六淵ダム」

小

　川

　
　
　純

　
　
　
　

 

　

 

（
三
川
町
大
字
青
山
）

新
採
職
員
紹
介

新
採
職
員
紹
介

　
こ
の
度
、森
林
整
備
課
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
小
川
純
と
申

し
ま
す
。現
在
、立
川
出
張
所
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。覚
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

が
、そ
れ
だ
け
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伊

　藤

　健

　吾 

（
鶴
岡
市
熊
出
）

新
規
従
業
員
紹
介

新
規
従
業
員
紹
介

　
林
業
の
伐
採
手
と
し
て
働
き

た
い
と
い
う
強
い
希
望
に
よ
り

森
林
組
合
に
入
り
ま
し
た
。
立

川
出
張
所
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
が
、
良
い
山
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

疋

　田

　
　
　俊 

（
鶴
岡
市
日
和
田
町
）

　
祖
父
が
山
仕
事
を
し
て
い
た

の
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
森
林

関
係
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
林
業
の
資
格
を
た
く
さ

ん
取
得
し
、
仕
事
に
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

茂

　木

　貴

　史 

（
鶴
岡
市
日
出
一
丁
目
）

　
小
さ
い
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
き
た
の
で
体
を
動
か
す
仕

事
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
林

業
は
初
め
て
の
体
験
ば
か
り
で

す
が
、
早
く
覚
え
て
ど
ん
ど
ん

伐
倒
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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　平
成
二
十
九
年
度
の
日
本
経
済
は
、
2
0
2
0
東
京
五
輪
の
関
連
工
事
や
大
型
物
流
拠

点
・
ホ
テ
ル
の
建
設
工
事
が
継
続
す
る
中
、
輸
出
拡
大
を
受
け
た
製
造
業
等
も
順
調
に
推

移
す
る
な
ど
内
需
の
好
調
を
受
け
る
か
た
ち
で
回
復
傾
向
が
続
き
ま
し
た
。

　森
林
・
林
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
昨
年
改
訂
さ
れ
た
、「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
や
「
森

林
法
の
改
正
」、「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」
の
成
立
を
受
け
、
新
た
な
木
質
部
材
の
開
発
・

普
及
や
原
木
の
安
定
供
給
体
制
の
再
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
造
林
さ

れ
た
人
工
林
の
多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
山
林

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
集
約
し
て
整
備
す
る
新
た
な
森
林
管
理
制
度
が
林

野
庁
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
財
源
と
な
る
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境

譲
与
税
（
仮
称
）
の
創
設
が
昨
年
末
の
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
山
形
県
に
お
い
て
は
、
県
が
提
唱
す
る
「
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ
ク
ス
」
に
関
連

す
る
各
種
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
内
最
大
手
の
協
和
木
材
株
式
会
社
が
新
庄
市
内

に
集
成
材
工
場
を
本
格
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、
酒
田
市
は
じ
め
県
内
各
地
で
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
本
組
合
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
策
定
し
た
「
第
一
次
中
期
経
営
計

画
」
に
基
づ
き
各
部
門
の
事
業
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
森
林
経
営
計
画
制
度
に
つ
い
て
、
藤
沢
地
区
等
で
説

明
会
を
開
催
し
四
団
地
の
新
た
な
森
林
経
営
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
既
に
策
定
し

た
計
画
に
基
づ
き
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
由
良
地
区
を
始
め
と
し
て
七
路
線
約
六
、
八
〇
〇
m
の
作
業
道
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
約
三
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
施
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
東

増
川
山
地
区
及
び
渡
戸
沢
地
区
国
有
林
に
お
い
て
搬
出
間
伐
事
業
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
県
・
市
等
が
発
注
す
る
松
く
い
虫
防
除
事
業
や
県
企
業
局
が
発
注
す
る
寿
岡
連
絡
送

電
線
立
木
伐
採
事
業
等
、
公
共
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
指
導
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
「
組
合
員
一
日
研
修
」
に

つ
い
て
も
新
庄
市
内
に
あ
る
山
形
県
農
林
大
学
校
等
を
視
察
し
、
多
く
の
組
合
員
か
ら
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
結
果
、
本
年
度
決
算
は
、
事
業
総
収
益
五
三
六
、
八
三
八
千
円
、
総
費
用
四
六
四
、

九
九
六
千
円
、
事
業
総
利
益
七
一
、
八
四
一
千
円
、
当
期
剰
余
金
三
、
四
八
一
千
円
と
な
り
、

木
材
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
一
定
の
成
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合
員
を
は
じ
め
、
国
、
県
、
市
・
町
、
関
係
機
関
団
体
の
ご
支
援
、

ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　次
年
度
以
降
も
役
職
員
一
同
、
更
な
る
経
営
の
改
善
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
関
係
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　第22回通常総代会は5月29日出羽庄内国際村において、総代163名(うち委任出席14名)と来
賓多数の出席をいただき開催されました。総代会は、菅原組合長の平成29年度事業報告を内
容とした挨拶で始まり、来賓の鶴岡市長（代理）、庄内町長（代理）、庄内森林管理署長、庄内
総合支庁長（代理）、庄内町議会議長（代理）、山形県森林組合連合会会長（代理）より祝辞を
いただきました。議長に、羽黒地区の工藤精氏を選任し、上程された11議案について審議した
結果、全議案とも原案のとおり承認されました。決議された議案は次のとおりです。

  

第
一
号
議
案

　平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分

案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
承
認
の
件

 

第
二
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

 

第
三
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
借
入
金
最
高
限
度
決

定
の
件

 

第
四
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
金
最
高
限
度
決
定
の
件

 
第
五
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る

債
務
保
証
最
高
限
度
並
び
に
組
合
員
債
務

保
証
最
高
限
度
決
定
の
件

 

第
六
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
貸
付
金
の
利
率
最
高

限
度
決
定
の
件

  

第
七
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定

の
件

 

第
八
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
一
般
賦
課
金
の
徴
収

方
法
並
び
に
徴
収
期
日
決
定
の
件

 

第
九
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
認
証
各
種
証
明
料
及

び
手
数
料
決
定
の
件

 

第
一
〇
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

 

第
一
一
号
議
案

　定
款
一
部
改
正
の
件

　本
日
の
決
議
事
項
中
権
利
義
務
に
関
し

な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、
誤
算
、
誤
字

の
修
正
及
び
法
令
そ
の
他
に
基
づ
い
て
行

政
庁
の
指
示
に
よ
る
場
合
は
、
必
要
な
字

句
の
修
正
を
す
る
こ
と
を
理
事
会
に
一
任

す
る
も
の
と
す
る
。

通 常 総 代 会通 常 総 代 会

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
Ⅰ　事業総損益
　　  1.  収益
　　  2.  費用
　　  事業総利益
Ⅱ　事業管理費
　　  1.  人件費
　　  2.  旅費・交通費
　　  3.  事務費
　　  4.  業務費
　　  5.  諸税負担金
　　  6.  施設費
　　  7.  雑費
　　  事業管理費計
　　  事業利益
Ⅲ　事業外損益
　　  1.  事業外収益
　　  2.  事業外費用
　　  事業外損益
　　  経常利益

536,838,204
464,996 ,357

47,247 ,244
2,851 ,074
2,227 ,972
2,373 ,178
1,933 ,978

10,860 ,101
1,300 ,384

1,710 ,115
704,597

71,841 ,847

68,793 ,931
3,047 ,916

1,005 ,518
4,053 ,434

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
Ⅳ　特別損益
　　  1.  特別利益
　　  2.  特別損失
　　  特別損益
　　  税引前当期利益
　　  法人税、住民税及び事業税
　　  当期剰余金
　　  前期繰越剰余金
　　  当期未処分剰余金

10,565,080
10,674 ,085

△  109,005
3,944 ,429

463,000
3,481 ,429
1,501 ,240
4,982 ,669

部　　　門 収　　　益 費　　　用 事業総利益
指　　　　導
販　　　　売
加　　　　工
森 林 整 備

計

20,633,129
141,556 ,322
10,677 ,105

363,971 ,648
536,838 ,204

15,977 ,516
115,013 ,951
10,100 ,267

323,904 ,623
464,996 ,357

4,655 ,613
26,542 ,371

576,838
40,067 ,025
71,841 ,847

●平成29年度損益計算書（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

［部門別損益］

単位：円

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
資産の部
　流動資産
　固定資産
　　　有形固定資産
　　　無形固定資産
　　　　　外部出資
　　その他固定資産
　　    資　　　産　　　合　　　計

31,574 ,576
146,863

48,406 ,740
138,680

234,855 ,591

80,266 ,859
315,122 ,450

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
負債の部
　流動負債
　固定負債
　　　　退職給付引当金
　　役員退任慰労引当金
純資産の部
　　　　　出資金
　　　利益剰余金
　　　資本準備金
　   負 債 及 び 純 資 産 合 計

16,159 ,536
2,056 ,249

152,737 ,600
102,184 ,527

5,749 ,544

36,234 ,994

18,215 ,785

260,671 ,671
315,122 ,450

●貸借対照表（平成30年3月31日現在）

単位：円

総

括

事

項
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　平
成
二
十
九
年
度
の
日
本
経
済
は
、
2
0
2
0
東
京
五
輪
の
関
連
工
事
や
大
型
物
流
拠

点
・
ホ
テ
ル
の
建
設
工
事
が
継
続
す
る
中
、
輸
出
拡
大
を
受
け
た
製
造
業
等
も
順
調
に
推

移
す
る
な
ど
内
需
の
好
調
を
受
け
る
か
た
ち
で
回
復
傾
向
が
続
き
ま
し
た
。

　森
林
・
林
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
昨
年
改
訂
さ
れ
た
、「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
や
「
森

林
法
の
改
正
」、「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」
の
成
立
を
受
け
、
新
た
な
木
質
部
材
の
開
発
・

普
及
や
原
木
の
安
定
供
給
体
制
の
再
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
造
林
さ

れ
た
人
工
林
の
多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
山
林

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
集
約
し
て
整
備
す
る
新
た
な
森
林
管
理
制
度
が
林

野
庁
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
財
源
と
な
る
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境

譲
与
税
（
仮
称
）
の
創
設
が
昨
年
末
の
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　一
方
、
山
形
県
に
お
い
て
は
、
県
が
提
唱
す
る
「
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ
ク
ス
」
に
関
連

す
る
各
種
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
内
最
大
手
の
協
和
木
材
株
式
会
社
が
新
庄
市
内

に
集
成
材
工
場
を
本
格
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、
酒
田
市
は
じ
め
県
内
各
地
で
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
本
組
合
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
策
定
し
た
「
第
一
次
中
期
経
営
計

画
」
に
基
づ
き
各
部
門
の
事
業
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
森
林
経
営
計
画
制
度
に
つ
い
て
、
藤
沢
地
区
等
で
説

明
会
を
開
催
し
四
団
地
の
新
た
な
森
林
経
営
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
既
に
策
定
し

た
計
画
に
基
づ
き
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
由
良
地
区
を
始
め
と
し
て
七
路
線
約
六
、
八
〇
〇
m
の
作
業
道
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
約
三
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
施
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
東

増
川
山
地
区
及
び
渡
戸
沢
地
区
国
有
林
に
お
い
て
搬
出
間
伐
事
業
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
県
・
市
等
が
発
注
す
る
松
く
い
虫
防
除
事
業
や
県
企
業
局
が
発
注
す
る
寿
岡
連
絡
送

電
線
立
木
伐
採
事
業
等
、
公
共
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
指
導
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
「
組
合
員
一
日
研
修
」
に

つ
い
て
も
新
庄
市
内
に
あ
る
山
形
県
農
林
大
学
校
等
を
視
察
し
、
多
く
の
組
合
員
か
ら
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
結
果
、
本
年
度
決
算
は
、
事
業
総
収
益
五
三
六
、
八
三
八
千
円
、
総
費
用
四
六
四
、

九
九
六
千
円
、
事
業
総
利
益
七
一
、
八
四
一
千
円
、
当
期
剰
余
金
三
、
四
八
一
千
円
と
な
り
、

木
材
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
一
定
の
成
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合
員
を
は
じ
め
、
国
、
県
、
市
・
町
、
関
係
機
関
団
体
の
ご
支
援
、

ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　次
年
度
以
降
も
役
職
員
一
同
、
更
な
る
経
営
の
改
善
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
関
係
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　第22回通常総代会は5月29日出羽庄内国際村において、総代163名(うち委任出席14名)と来
賓多数の出席をいただき開催されました。総代会は、菅原組合長の平成29年度事業報告を内
容とした挨拶で始まり、来賓の鶴岡市長（代理）、庄内町長（代理）、庄内森林管理署長、庄内
総合支庁長（代理）、庄内町議会議長（代理）、山形県森林組合連合会会長（代理）より祝辞を
いただきました。議長に、羽黒地区の工藤精氏を選任し、上程された11議案について審議した
結果、全議案とも原案のとおり承認されました。決議された議案は次のとおりです。

  

第
一
号
議
案

　平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分

案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
承
認
の
件

 

第
二
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

 

第
三
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
借
入
金
最
高
限
度
決

定
の
件

 

第
四
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
金
最
高
限
度
決
定
の
件

 

第
五
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る

債
務
保
証
最
高
限
度
並
び
に
組
合
員
債
務

保
証
最
高
限
度
決
定
の
件

 

第
六
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
貸
付
金
の
利
率
最
高

限
度
決
定
の
件

  

第
七
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定

の
件

 

第
八
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
一
般
賦
課
金
の
徴
収

方
法
並
び
に
徴
収
期
日
決
定
の
件

 

第
九
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
認
証
各
種
証
明
料
及

び
手
数
料
決
定
の
件

 

第
一
〇
号
議
案

　平
成
三
十
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

 

第
一
一
号
議
案

　定
款
一
部
改
正
の
件

　本
日
の
決
議
事
項
中
権
利
義
務
に
関
し

な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、
誤
算
、
誤
字

の
修
正
及
び
法
令
そ
の
他
に
基
づ
い
て
行

政
庁
の
指
示
に
よ
る
場
合
は
、
必
要
な
字

句
の
修
正
を
す
る
こ
と
を
理
事
会
に
一
任

す
る
も
の
と
す
る
。

通 常 総 代 会通 常 総 代 会

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
Ⅰ　事業総損益
　　  1.  収益
　　  2.  費用
　　  事業総利益
Ⅱ　事業管理費
　　  1.  人件費
　　  2.  旅費・交通費
　　  3.  事務費
　　  4.  業務費
　　  5.  諸税負担金
　　  6.  施設費
　　  7.  雑費
　　  事業管理費計
　　  事業利益
Ⅲ　事業外損益
　　  1.  事業外収益
　　  2.  事業外費用
　　  事業外損益
　　  経常利益

536,838,204
464,996 ,357

47,247 ,244
2,851 ,074
2,227 ,972
2,373 ,178
1,933 ,978

10,860 ,101
1,300 ,384

1,710 ,115
704,597

71,841 ,847

68,793 ,931
3,047 ,916

1,005 ,518
4,053 ,434

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
Ⅳ　特別損益
　　  1.  特別利益
　　  2.  特別損失
　　  特別損益
　　  税引前当期利益
　　  法人税、住民税及び事業税
　　  当期剰余金
　　  前期繰越剰余金
　　  当期未処分剰余金

10,565,080
10,674 ,085

△  109,005
3,944 ,429

463,000
3,481 ,429
1,501 ,240
4,982 ,669

部　　　門 収　　　益 費　　　用 事業総利益
指　　　　導
販　　　　売
加　　　　工
森 林 整 備

計

20,633,129
141,556 ,322
10,677 ,105

363,971 ,648
536,838 ,204

15,977 ,516
115,013 ,951
10,100 ,267

323,904 ,623
464,996 ,357

4,655 ,613
26,542 ,371

576,838
40,067 ,025
71,841 ,847

●平成29年度損益計算書（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

［部門別損益］

単位：円

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
資産の部
　流動資産
　固定資産
　　　有形固定資産
　　　無形固定資産
　　　　　外部出資
　　その他固定資産
　　    資　　　産　　　合　　　計

31,574 ,576
146,863

48,406 ,740
138,680

234,855 ,591

80,266 ,859
315,122 ,450

科　　　　　目 小　　　計 合　　　計
負債の部
　流動負債
　固定負債
　　　　退職給付引当金
　　役員退任慰労引当金
純資産の部
　　　　　出資金
　　　利益剰余金
　　　資本準備金
　   負 債 及 び 純 資 産 合 計

16,159 ,536
2,056 ,249

152,737 ,600
102,184 ,527

5,749 ,544

36,234 ,994

18,215 ,785

260,671 ,671
315,122 ,450

●貸借対照表（平成30年3月31日現在）

単位：円
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　平
成
三
十
年
度
の
日
本
経
済
は
、
海

外
経
済
の
回
復
が
続
く
も
と
政
府
の
経

済
政
策
の
効
果
も
相
ま
っ
て
雇
用
・
所

得
環
境
が
引
き
続
き
改
善
し
、
経
済
の

好
循
環
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　森
林
・
林
業
分
野
で
は
、「
日
本
再
興

戦
略
」
に
お
い
て
林
業
の
成
長
産
業
化

が
国
の
方
針
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に

お
け
る
競
技
施
設
・
選
手
村
等
の
木
造

化
・
木
質
化
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
国

産
材
の
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　県
内
に
お
い
て
は
、
新
庄
市
に
大
型

の
集
成
材
工
場
が
本
格
稼
働
す
る
と
と

も
に
、
酒
田
市
は
じ
め
各
地
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、

今
後
も
県
内
の
木
材
需
要
は
確
実
に
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
は
森

林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
等
を
財
源
と

す
る
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

が
始
ま
る
こ
と
な
ど
か
ら
森
林
組
合
へ

の
期
待
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
も
「
第
一
次
・
中
期
経
営

計
画
」
及
び
「
系
統
運
動
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
各
部
門
の
取
り
組
み
を
一
層

進
め
る
と
と
も
に
組
合
組
織
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
経
営
の
安
定
化
及
び
健

全
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係

機
関
の
ご
指
導
並
び
に
組
合
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
及
び
広
報

の
配
布
等
に
よ
り
広
く
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
座
談
会
や
研
修

会
を
開
催
し
山
林
へ
の
意
識
拡
大

を
図
る
。

二
、
組
合
員
の
一
日
研
修
視
察
を
実
施
し
、

組
合
員
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に

見
聞
を
広
め
る
。

三
、
森
林
巡
視
と
路
網
点
検
活
動
を
行
い
、

路
網
整
備
と
荒
廃
森
林
の
解
消
に

努
め
る
。

四
、
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
、
提
案

型
集
約
化
施
業
の
推
進
を
図
る
。

五
、
役
職
員
、
作
業
員
の
資
質
向
上
及

び
労
働
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
、

研
修
会
、
講
習
会
等
へ
積
極
的
に

参
加
す
る
。

一
、
各
種
製
材
工
場
等
へ
の
木
材
供
給

を
行
い
、
更
な
る
地
域
産
材
の
利

用
拡
大
に
努
め
る
。

二
、
施
業
の
集
約
や
路
網
整
備
を
図
り
、

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た
低

コ
ス
ト
生
産
に
努
め
る
。

三
、
系
統
や
業
界
等
と
連
携
し
、
適
格

な
市
場
を
把
握
し
適
正
販
売
に
努

め
る
。

四
、
国
有
林
、
民
有
林
の
林
産
事
業
に

積
極
的
に
参
加
し
、
事
業
量
・
生

産
量
の
拡
大
を
図
る
。

五
、
従
業
員
の
技
術
向
上
を
図
り
、
安

全
な
作
業
に
努
め
る
。

一
、
地
域
材
の
推
進
を
図
り
、
利
用
拡

大
に
努
め
る
。

二
、
公
共
事
業
へ
積
極
的
に
参
入
し
、

地
域
材
の
消
費
拡
大
を
図
る
。

三
、
各
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
事
業

拡
大
に
努
め
る
。

指

導

部

門

販

売

部

門

加

工

部

門

森
林
整
備
部
門

運
営
の
基
本
方
針

運
営
の
基
本
方
針

運
営
の
基
本
方
針

平
成
三
十
年
度

平
成
三
十
年
度

新年度・辞令交付式
　新採職員等の辞令交付式が4月2日に行われま
した。今年度は職員1名と現場従業員3名の計4
名が新しく採用となりました。また、当日は組
合長の訓示後に菅原企画調整課長から「林業・
木材製造業労働災害防止規程」の主な改正点に
ついても説明が行われ、今年度の現場の安全作
業について再確認を行いました。

辞令交付の様子

一
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各
種
補
助

事
業
を
取
り
入
れ
て
森
林
整
備
を

推
進
す
る
。

二
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
作
業
効

率
化
を
図
り
、
コ
ス
ト
削
減
・
安

全
作
業
に
努
め
る
。

三
、
伐
採
跡
地
の
再
造
林
の
推
進
に
努

め
る
。

四
、
関
係
各
機
関
と
連
携
し
、
松
く
い

虫
等
森
林
病
害
虫
防
除
に
努
め
、

被
害
拡
大
を
防
ぐ
。

五
、
購
買
事
業
は
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ

に
努
め
、
迅
速
な
対
応
を
図
る
。

六
、
新
規
事
業
開
拓
に
努
め
、
各
事
業

の
拡
大
を
図
る
。

松の苗木の植付状況林業専用道開設の支障木伐採

組合員一日研修

山形県青年林業士・認定交付式
　山形県では、森林ノミクスの取組みの一環と
して平成28年度に「青年林業士」制度を新設
し、林業後継者の育成を図っています。今回、
新たに県内から5名の青年林業士が誕生し、4
月23日、県知事から認定証が交付されました。
当組合からも森林整備課の金子崇さんが認定さ
れました。組合の中堅職員として今後益々の活
躍を期待しています。

（後列右から3人目が金子崇さん）

寿岡連絡送電線鉄塔建設工事
安全祈願祭

　5月29日に山形県企業局が発注する「寿岡連
絡送電線鉄塔建設工事」の安全祈願祭が湘南送
電工事㈱主催のもと、朝日本郷の河内神社で執
り行われ、関連事業体として当組合も組合長以
下担当職員が出席し工事の安全を祈願しました。

安全祈願祭の様子

山形県間伐コンクール
最優秀賞受賞

　平成29年度の山形県間伐コンクールの表彰式
が1月18日に山形市で開催され、当組合が集約
化間伐部門で県知事賞を受賞しました。施業地
は羽黒町荒川字大坂山の山林で、所有者24名、
面積は約22haです。ご協力頂いた組合員の皆様
に感謝申し上げます。

授賞式の様子
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　平
成
三
十
年
度
の
日
本
経
済
は
、
海

外
経
済
の
回
復
が
続
く
も
と
政
府
の
経

済
政
策
の
効
果
も
相
ま
っ
て
雇
用
・
所

得
環
境
が
引
き
続
き
改
善
し
、
経
済
の

好
循
環
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　森
林
・
林
業
分
野
で
は
、「
日
本
再
興

戦
略
」
に
お
い
て
林
業
の
成
長
産
業
化

が
国
の
方
針
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に

お
け
る
競
技
施
設
・
選
手
村
等
の
木
造

化
・
木
質
化
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
国

産
材
の
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　県
内
に
お
い
て
は
、
新
庄
市
に
大
型

の
集
成
材
工
場
が
本
格
稼
働
す
る
と
と

も
に
、
酒
田
市
は
じ
め
各
地
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、

今
後
も
県
内
の
木
材
需
要
は
確
実
に
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
は
森

林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
等
を
財
源
と

す
る
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

が
始
ま
る
こ
と
な
ど
か
ら
森
林
組
合
へ

の
期
待
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
も
「
第
一
次
・
中
期
経
営

計
画
」
及
び
「
系
統
運
動
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
各
部
門
の
取
り
組
み
を
一
層

進
め
る
と
と
も
に
組
合
組
織
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
経
営
の
安
定
化
及
び
健

全
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係

機
関
の
ご
指
導
並
び
に
組
合
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
及
び
広
報

の
配
布
等
に
よ
り
広
く
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
座
談
会
や
研
修

会
を
開
催
し
山
林
へ
の
意
識
拡
大

を
図
る
。

二
、
組
合
員
の
一
日
研
修
視
察
を
実
施
し
、

組
合
員
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に

見
聞
を
広
め
る
。

三
、
森
林
巡
視
と
路
網
点
検
活
動
を
行
い
、

路
網
整
備
と
荒
廃
森
林
の
解
消
に

努
め
る
。

四
、
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
、
提
案

型
集
約
化
施
業
の
推
進
を
図
る
。

五
、
役
職
員
、
作
業
員
の
資
質
向
上
及

び
労
働
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
、

研
修
会
、
講
習
会
等
へ
積
極
的
に

参
加
す
る
。

一
、
各
種
製
材
工
場
等
へ
の
木
材
供
給

を
行
い
、
更
な
る
地
域
産
材
の
利

用
拡
大
に
努
め
る
。

二
、
施
業
の
集
約
や
路
網
整
備
を
図
り
、

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た
低

コ
ス
ト
生
産
に
努
め
る
。

三
、
系
統
や
業
界
等
と
連
携
し
、
適
格

な
市
場
を
把
握
し
適
正
販
売
に
努

め
る
。

四
、
国
有
林
、
民
有
林
の
林
産
事
業
に

積
極
的
に
参
加
し
、
事
業
量
・
生

産
量
の
拡
大
を
図
る
。

五
、
従
業
員
の
技
術
向
上
を
図
り
、
安

全
な
作
業
に
努
め
る
。

一
、
地
域
材
の
推
進
を
図
り
、
利
用
拡

大
に
努
め
る
。

二
、
公
共
事
業
へ
積
極
的
に
参
入
し
、

地
域
材
の
消
費
拡
大
を
図
る
。

三
、
各
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
事
業

拡
大
に
努
め
る
。

指

導

部

門

販

売

部

門

加

工

部

門

森
林
整
備
部
門

運
営
の
基
本
方
針

運
営
の
基
本
方
針

運
営
の
基
本
方
針

平
成
三
十
年
度

平
成
三
十
年
度

新年度・辞令交付式
　新採職員等の辞令交付式が4月2日に行われま
した。今年度は職員1名と現場従業員3名の計4
名が新しく採用となりました。また、当日は組
合長の訓示後に菅原企画調整課長から「林業・
木材製造業労働災害防止規程」の主な改正点に
ついても説明が行われ、今年度の現場の安全作
業について再確認を行いました。

辞令交付の様子

一
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各
種
補
助

事
業
を
取
り
入
れ
て
森
林
整
備
を

推
進
す
る
。

二
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
作
業
効

率
化
を
図
り
、
コ
ス
ト
削
減
・
安

全
作
業
に
努
め
る
。

三
、
伐
採
跡
地
の
再
造
林
の
推
進
に
努

め
る
。

四
、
関
係
各
機
関
と
連
携
し
、
松
く
い

虫
等
森
林
病
害
虫
防
除
に
努
め
、

被
害
拡
大
を
防
ぐ
。

五
、
購
買
事
業
は
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ

に
努
め
、
迅
速
な
対
応
を
図
る
。

六
、
新
規
事
業
開
拓
に
努
め
、
各
事
業

の
拡
大
を
図
る
。

松の苗木の植付状況林業専用道開設の支障木伐採

組合員一日研修

山形県青年林業士・認定交付式
　山形県では、森林ノミクスの取組みの一環と
して平成28年度に「青年林業士」制度を新設
し、林業後継者の育成を図っています。今回、
新たに県内から5名の青年林業士が誕生し、4
月23日、県知事から認定証が交付されました。
当組合からも森林整備課の金子崇さんが認定さ
れました。組合の中堅職員として今後益々の活
躍を期待しています。

（後列右から3人目が金子崇さん）

寿岡連絡送電線鉄塔建設工事
安全祈願祭

　5月29日に山形県企業局が発注する「寿岡連
絡送電線鉄塔建設工事」の安全祈願祭が湘南送
電工事㈱主催のもと、朝日本郷の河内神社で執
り行われ、関連事業体として当組合も組合長以
下担当職員が出席し工事の安全を祈願しました。

安全祈願祭の様子

山形県間伐コンクール
最優秀賞受賞

　平成29年度の山形県間伐コンクールの表彰式
が1月18日に山形市で開催され、当組合が集約
化間伐部門で県知事賞を受賞しました。施業地
は羽黒町荒川字大坂山の山林で、所有者24名、
面積は約22haです。ご協力頂いた組合員の皆様
に感謝申し上げます。

授賞式の様子
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森林組合アンケート
調査結果（抜粋）

地域座談会を開催しました

　組合員が抱える問題、森林組合に対する要望等を把握し、今後の組
合運営に活かすため、座談会出席者に対してアンケート調査を行いま
したので、その一部をご紹介いたします。なお、調査結果については、
今後とも組合運営に活かしていきたいと考えています。

・森林・林業施策について国県等関係機関への要望活動を強力に進めて欲
しい。
・森林経営計画を作成していない区域への組合の取組を要望する。
・木材運搬車が大型化しているので林道や接続する農道等の拡幅工事が必
要である。
・国土調査未実施地区の早期の取組を要望する。
・森林環境税の使途として、林道等の維持管理経費として使用できるよう
要望する。
・国の新たな森林管理システムについて周知願いたい。

　平成30年2月21日～27日にかけて、地域座談会を
開催しました。
　今回は、10会場（鶴岡、田川、上郷、豊浦、藤島、
羽黒、櫛引、朝日、狩川、立谷沢）で開催し全体で
147名の組合員からご参加いただき、意見・要望等を
頂戴しました。

調査期間　平成30年2月21日～27日
回答者数　147名

○森林組合に期待すること（複数回答可） ○その他意見・要望等（主なもの）

0 10 20 30 40 50
木質バイオマスの燃料供給

林道等の維持管理
間伐材の還元金

賦課金を無くしてほしい
補助金を多くほしい
山を買ってほしい

負担金なしでの作業路開設
負担金なしでの手入れ

山の境界確認
山の施業提案

平成29年度  森林経営計画の策定状況
◎森林経営計画認定団地（新規分）

　平
成
二
十
七
年
九
月
四
日
に
就
任
し
た

総
代
は
、
平
成
三
十
年
九
月
三
日
で
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
。

　つ
き
ま
し
て
は
、
第
八
回
総
代
選
挙
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
選
挙
期
日

　
　平
成
三
十
年
八
月
下
旬

二
、
場
所

　
　第
一
区
会
場

　
　本
所

　
　第
二
区
会
場

　
　立
川
出
張
所

　
　第
三
区
会
場

　
　
　
　〃

　
　第
四
区
会
場

　
　
　
　〃

　
　第
五
区
会
場

　
　朝
日
出
張
所

　
　第
六
区
会
場

　
　
　
　〃

三
、
選
挙
区
及
び
総
代
の
定
数

　
　第
一
区
（
鶴
岡
地
区
）
七
十
四
名

　
　第
二
区
（
立
川
地
区
）
五
十
一
名

　
　第
三
区
（
藤
島
地
区
）
十
六
名

　
　第
四
区
（
羽
黒
地
区
）
二
十
六
名

　
　第
五
区
（
櫛
引
地
区
）
三
十
名

　
　第
六
区
（
朝
日
地
区
）
五
十
三
名

四
、
そ
の
他

　各
選
挙
区
と
も
総
代
立
候
補
者
の
数
が

定
数
を
超
え
な
い
場
合
は
、
総
代
選
挙
規

程
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
投
票

は
行
い
ま
せ
ん
。

　な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
推
進
委
員
を

通
じ
て
組
合
員
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

総
代
選
挙
の

実
施
に
つ
い
て

総
代
選
挙
の

実
施
に
つ
い
て

総
代
選
挙
の

実
施
に
つ
い
て

組
合
員
名
義
、
山
林
面
積
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
届
に
つ
い
て

組
合
員
名
義
、
山
林
面
積
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
届
に
つ
い
て

賦
課
金
の
納
付
に
は
、
便
利
な

　  

口
座
振
替
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

賦
課
金
の
納
付
に
は
、
便
利
な

　  

口
座
振
替
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
相
続
や
売
買
に
よ
り
山
林
の
所
有
者
や
所
有

面
積
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
組
合
員

か
ら
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
届
出
用
紙
は
、
本
・
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
手
続
き
に
よ
る
情
報
は
、
個
人

情
報
保
護
法
に
よ
り
他
に
流
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ご
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　
手
続
き
用
紙
は
当
組
合
本
・
出
張
所
と
農
協

各
支
所
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
口
座
振
替
日
は
7
月

31
日（
火
）

に
な
り
ま
す
。

　
8
月
13
日
〜
17
日
、
お
盆
休
み
の
為
、
事
務

所
休
業
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
山
で
あ
っ
て
も
、
森
林
を
伐
採
す
る

と
き
は
、
事
前
に
届
出
を
す
る
こ
と
が
、
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
伐
採
届
は
、
伐

採
を
始
め
る
90
日
〜
30
日
前
ま
で
に
森
林
が
あ

る
市
町
の
役
場
に
森
林
所
有
者
又
は
伐
採
作
業

者
が
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鶴
岡
市
農
協
本
支
所

庄
内
た
が
わ
農
協
各
支
所

山
形
銀
行
各
支
店

お
盆
休
み
に
つ
い
て

お
盆
休
み
に
つ
い
て

森
林
の
伐
採
に
は
届
出
が
必
要
で
す

森
林
の
伐
採
に
は
届
出
が
必
要
で
す

お知らせお知らせ

JTの森鶴岡
　5月19日、下川地内（旧いこいの村庄内）で‘JTの森鶴
岡2018森林保全活動’が開催されました。今回は、JT社
員や地元ボランティア合わせて172名が参加して森林病害
虫のマツノザイセンチュウにより枯れた松の後片付け作業
を行いました。小雨模様の肌寒い天候でしたが、参加者一
同、一生懸命に丸太を運び、心地よい汗を流しました。ま
た、来年も多くのボランティアが集まることを期待してい
ます。

◎労働安全大会の開催◎労働安全大会の開催
　6月22日、毎年恒例の‘労働安全大会’が開催されました。当日は、今年度の労働安全推進員6名を任命
した後、職員・現場従業員を対象に労働安全に関わる講習会を開催しました。今回は「ストレスと上手に付
き合いこころも体も健康に」をテーマに、山形県立こころの医療センター看護師の佐藤亮氏及び鶴岡市健康
課保健師の加賀安子氏より、日常のストレスの解消法や健康保持のために家で簡単にできるトレーニング方
法など、ご指導いただきました。労働災害の未然防止のためにはチェンソーや下刈り機など林業機械の基本
操作に気を付けることは勿論のこと、日々のこころと体の健康にも十分注意して、これからも‘現場の安全
を第一’に心掛けて作業していきますので、組合員の皆様の応援よろしくお願いいたします。

講習会の様子 労働安全推進員の任命講習会の様子 労働安全推進員の任命

　森林組合では森林所有者の皆様の森林をとりまとめ、
森林経営計画を作成しています。これらの計画が、鶴
岡市などから認定されると、その対象地域で行う様々
な森林施業が補助金の支援対象となります。組合では
作成した森林経営計画に基づき間伐や作業道の整備を
進め、森林の健全育成や組合員の山林価値の向上に努
めています。平成29年度に新しく作成した団地は、左
記のとおり認定されています。ご協力頂いた組合員の
皆様、ありがとうございました。

　今年度も森林経営計画の作成を予定していま
すので、お住まいの地域に森林経営計画作成の
ご案内があった際は、組合員の皆様のご理解と
ご協力をお願い申し上げます。
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森林組合アンケート
調査結果（抜粋）

地域座談会を開催しました

　組合員が抱える問題、森林組合に対する要望等を把握し、今後の組
合運営に活かすため、座談会出席者に対してアンケート調査を行いま
したので、その一部をご紹介いたします。なお、調査結果については、
今後とも組合運営に活かしていきたいと考えています。

・森林・林業施策について国県等関係機関への要望活動を強力に進めて欲
しい。
・森林経営計画を作成していない区域への組合の取組を要望する。
・木材運搬車が大型化しているので林道や接続する農道等の拡幅工事が必
要である。
・国土調査未実施地区の早期の取組を要望する。
・森林環境税の使途として、林道等の維持管理経費として使用できるよう
要望する。
・国の新たな森林管理システムについて周知願いたい。

　平成30年2月21日～27日にかけて、地域座談会を
開催しました。
　今回は、10会場（鶴岡、田川、上郷、豊浦、藤島、
羽黒、櫛引、朝日、狩川、立谷沢）で開催し全体で
147名の組合員からご参加いただき、意見・要望等を
頂戴しました。

調査期間　平成30年2月21日～27日
回答者数　147名

○森林組合に期待すること（複数回答可） ○その他意見・要望等（主なもの）

0 10 20 30 40 50
木質バイオマスの燃料供給

林道等の維持管理
間伐材の還元金

賦課金を無くしてほしい
補助金を多くほしい
山を買ってほしい

負担金なしでの作業路開設
負担金なしでの手入れ

山の境界確認
山の施業提案

平成29年度  森林経営計画の策定状況
◎森林経営計画認定団地（新規分）
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JTの森鶴岡
　5月19日、下川地内（旧いこいの村庄内）で‘JTの森鶴
岡2018森林保全活動’が開催されました。今回は、JT社
員や地元ボランティア合わせて172名が参加して森林病害
虫のマツノザイセンチュウにより枯れた松の後片付け作業
を行いました。小雨模様の肌寒い天候でしたが、参加者一
同、一生懸命に丸太を運び、心地よい汗を流しました。ま
た、来年も多くのボランティアが集まることを期待してい
ます。

◎労働安全大会の開催◎労働安全大会の開催
　6月22日、毎年恒例の‘労働安全大会’が開催されました。当日は、今年度の労働安全推進員6名を任命
した後、職員・現場従業員を対象に労働安全に関わる講習会を開催しました。今回は「ストレスと上手に付
き合いこころも体も健康に」をテーマに、山形県立こころの医療センター看護師の佐藤亮氏及び鶴岡市健康
課保健師の加賀安子氏より、日常のストレスの解消法や健康保持のために家で簡単にできるトレーニング方
法など、ご指導いただきました。労働災害の未然防止のためにはチェンソーや下刈り機など林業機械の基本
操作に気を付けることは勿論のこと、日々のこころと体の健康にも十分注意して、これからも‘現場の安全
を第一’に心掛けて作業していきますので、組合員の皆様の応援よろしくお願いいたします。

講習会の様子 労働安全推進員の任命講習会の様子 労働安全推進員の任命

　森林組合では森林所有者の皆様の森林をとりまとめ、
森林経営計画を作成しています。これらの計画が、鶴
岡市などから認定されると、その対象地域で行う様々
な森林施業が補助金の支援対象となります。組合では
作成した森林経営計画に基づき間伐や作業道の整備を
進め、森林の健全育成や組合員の山林価値の向上に努
めています。平成29年度に新しく作成した団地は、左
記のとおり認定されています。ご協力頂いた組合員の
皆様、ありがとうございました。

　今年度も森林経営計画の作成を予定していま
すので、お住まいの地域に森林経営計画作成の
ご案内があった際は、組合員の皆様のご理解と
ご協力をお願い申し上げます。
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（市況概要）
天童共販所
　25日の優良原木市には、県内外から多数の買い方のお客様に来
場いただきました。
　4.00m尺上の一般材については、動きもよく積極的な動きが見受
けられる反面、造作材に値段がつかない記念市となりました。
　3.00m材については、これまでの在庫不足の反動で積極的に取引
いただきました。
　これからは、虫害発生の時期となりますので、納材の際は、素早い
出材をお願いいたします。

（市況概要）
庄内共販所
　春季優良原木市を開催しました。例年に比べ少な
く900㎥の出材でした。
　一般材中心ではありましたが、4.00m、3.00mの中
目材に応札が集中し、それに伴い価格の上昇がみられ
ました。全体的に価格は落ち着いていますが荷動きは
良好です。引き続き出材のご協力お願いいたします。
　6月は、梅雨の時期に入る為虫害対策を念入りにお
願いいたします。

早春の立谷沢川砂防堰堤「六淵ダム」早春の立谷沢川砂防堰堤「六淵ダム」
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